
（１）警戒文の改善

• 情報を受けとった住民等の方に期待する、〈とるべき措置〉の
記述を明記します。

• 警戒対象地域や別途発表される予想雨量等、重複する内容を省
略することで、より迅速な発表ができるよう改善します。

（２）雨域情報の省略

• 雨域情報を省略することで、より迅速な発表ができるよう改善
します。なお、雨域情報は、気象庁のホームページ等でリアル
タイムの気象レーダーから入手できます。

土砂災害警戒情報とは
大雨による土砂災害のおそれがあるときに、市町村長が避難勧告等を発令する

際の判断や、住民の自主避難を支援することを目的にしたものであり、鳥取県と
鳥取地方気象台が共同で発表する防災情報です。

住民等の方に期待する、
とるべき措置を明記し
ました。



 

 

別 紙 

 

土砂災害警戒情報の内容の変更について 

 

１．警戒文 

 現在の警戒文は、気象台で警戒対象地域名や予想雨量等を手作業で入力しており、入力作業、

確認作業で一定の時間が必要となっています。 

 また、土砂災害警戒情報を受け取った住民等に、どのような行動を期待しているかが明確でな

いため、避難行動に十分に結びついていないという課題もあります。 

 これらの課題を改善するために、警戒対象地域と重複して記述していた地域名を省略、別途発

表される気象情報等で最新の状況が入手できる予想雨量に関する記述を省略、住民等のとるべき

措置を明記して定型化した警戒文を使うことにしました。 

 

次に定型化した警戒文を示します。 

【発表】 

<概況> 

降り続く大雨のため、警戒対象地域では土砂災害の危険度が高まっています。 

<とるべき措置> 

崖の近くなど土砂災害の発生しやすい地区にお住まいの方は、早めの避難を心がけるとともに、

市町村から発表される避難勧告などの情報に注意してください。 

 

【解除】 

<全警戒解除> 

 大雨が弱まり、多発的な土砂災害が発生するおそれは少なくなりました。 

 

 

２．雨域情報 

 土砂災害警戒情報の地図上の雨域情報については、気象台で手作業で入力しており、入力作業、

確認作業で一定の時間が必要となっています。 

 一方、土砂災害警戒情報については鳥取県で運用を開始してから２年が経過しており、その間

に情報通信技術等の土砂災害警戒情報をとりまく環境が変化しています。雨量情報は、国土交通

省川の防災情報ホームページや気象庁ホームページ等で５分間隔のレーダー実況として提供され、

土砂災害警戒情報のユーザーである市町村や防災機関等でリアルタイムに入手することが容易に

なっており、土砂災害警戒情報に雨域情報を付加する必要性が低くなってきています。 

 このような環境の変化を踏まえ、土砂災害警戒情報の雨域情報を省略することにより発表を迅

速化することにしました。 
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